
お
知
ら
せ
伝
言
板
　  
●
別
海
町
役
場
☎
75
─
２
１
１
１
●
西
春
別
支
所
☎
77
─
２
１
３
１
●
尾
岱
沼
支
所
☎
（
０
１
５
３
）
86
─
２
１
６
６
●
上
風
連
連
絡
事
務
所
☎
75
─
７
３
２
６
●
上
春
別
連
絡
事
務
所
☎
75
─
６
０
１
１
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■
意
見
の
募
集
期
間

　

３
月
１
日
㈬
か
ら
３
月
₃₁
日
㈮

■ 

問
合
せ　

北
海
道
保
健
福
祉
部

健
康
安
全
局
国
保
医
療
課

　

 

℡
  
０
１
１
│
２
３
１
│
４
１
１
１

（
内
線
₂₅
│
８
０
８
）

　

 h
ttp

:/w
w

w
.p

re
f.h

o
kka

id
o

.
lg

.jp
/h

f/kki/ka
k/ko

u
ikika

_
ju

n
b

i_㏌
 d

e
x.h

tm

住
所
変
更
の
手
続
き
に
つ
い
て

　
住
民
票
は
、
氏
名
、
生
年
月

日
、
性
別
、
住
所
な
ど
が
記
録
さ

れ
、
選
挙
人
名
簿
へ
の
登
録
の
基

礎
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
、
国
民

年
金
な
ど
各
種
行
政
サ
ー
ビ
ス
の

基
礎
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

お
住
ま
い
の
市
区
町
村
で
、
選

挙
人
名
簿
を
正
し
く
登
録
す
る
た

め
、
入
学
、
就
職
、
転
勤
等
で
引

越
し
た
方
は
、
速
や
か
に
住
民
票

の
住
所
変
更
の
届
出
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

　

届
出
は
、
法
律
上
の
義
務
で

す
。
正
当
な
理
由
が
な
く
届
出
を

し
な
い
場
合
、
５
万
円
以
下
の
過

料
に
処
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

■ 
問
合
せ

　

別
海
町
選
挙
管
理
委
員
会

　

℡
  
₇₅
│
２
１
１
１

　

（
内
線
２
１
１
２
）

北
海
道
漁
港
管
理
条
例
の

改
正
に
よ
り
漁
港
内
の
遊

泳
が
禁
止
に
な
り
ま
す

　

漁
港
の
区
域
内
に
は
、
遊
泳

算
２
５
７
，
４
０
０
円
か
ら
２

６
５
，
２
０
０
円
※
委
細
面
談
）

　

 

休
日
４
週
４
休　

各
種
保
険
、

厚
生
年
金
加
入

■ 
募
集
期
間　

３
月
₁₅
日
㈬
午
後

5
時
₁₅
分
ま
で

■ 
応
募
書
類　

申
込
用
紙
（
写
真

貼
付
）、住
民
票
、健
康
診
断
書

■ 
申
込
方
法　

左
記
問
合
せ
先
に

直
接
電
話
等
で
確
認

■
応
募
、
問
合
せ

　

〒
０
８
８
│
２
５
７
６

　

別
海
町
西
春
別
３
４
７
番
地
₆₃

　

 
有
限
会
社　

別
海
町
酪
農
研
修

牧
場

　

℡
  
０
１
５
３
│
₇₇
│
１
０
５
０

「
北
海
道
国
民
健
康
保
険
運

営
方
針
（
原
案
）」
に
対
す
る

道
民
意
見
の
募
集
に
つ
い
て

　
平
成
₃₀
年
度
か
ら
国
民
健
康
保

険
制
度
が
改
正
さ
れ
、
北
海
道
と

市
町
村
が
一
体
と
な
っ
て
国
保
を

運
営
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ

の
た
め
、
道
内
の
国
保
運
営
の
統

一
的
な
指
針
と
し
て
「
北
海
道
国

民
健
康
保
険
運
営
方
針
」
を
策
定

す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
運
営
方
針
（
原
案
）
に
つ

い
て
、
道
民
の
皆
さ
ん
か
ら
ご
意

見
を
募
集
し
ま
す
。

　

な
お
、
関
係
書
類
は
、
道
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
、
道
庁
別
館
行
政
セ

ン
タ
ー
、
石
狩
を
除
く
各
総
合
振

興
局
お
よ
び
振
興
局
な
ど
で
閲
覧

で
き
ま
す
。

■ 

名
称
「
北
海
道
国
民
健
康
保
険

運
営
方
針
（
原
案
）」

（
潜
水
を
含
む
）
を
規
制
す
る

「
遊
泳
禁
止
区
域
」
が
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

平
成
₂₉
年
４
月
１
日
か
ら
遊
泳

禁
止
区
域
内
で
の
遊
泳
は
禁
止
で

す
。
ま
た
、
違
反
を
し
た
者
は
、

５
万
円
以
下
の
罰
金
が
科
せ
ら
れ

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
次
に
掲
げ
る
場
合
に
つ

い
て
は
、
禁
止
対
象
か
ら
除
外
さ

れ
ま
す
。

• 

漁
業
者
が
、
漁
業
を
営
む
た
め

に
遊
泳
を
す
る
場
合

• 

漁
業
従
事
者
が
、
漁
業
に
従
事

す
る
た
め
に
遊
泳
を
す
る
場
合

• 

漁
業
協
同
組
合
が
、
当
該
組
合

の
定
款
に
定
め
る
事
業
の
遂
行

予
備
自
衛
官
募
集

　
自
衛
隊
で
は
、
次
の
と
お
り
予

備
自
衛
官
を
募
集
し
ま
す
。
詳
細

は
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
試
験
日

• 

一
般
公
募
（
₁₈
歳
以
上
₃₄
歳
未

満
の
者
）

　

４
月
₁₅
日
㈯　

釧
路
、
美
幌

　

４
月
₁₆
日
㈰　

帯
広

• 

技
能
公
募
（
₁₈
歳
以
上
で
、
保

有
す
る
技
能
に
応
じ
₅₃
歳
か
ら

₅₅
歳
未
満
）

　

４
月
₁₅
日
㈯　

帯
広

■
受
付
締
切　

４
月
７
日
㈮
必
着

■
問
合
せ

　

 

自
衛
隊
帯
広
地
方
協
力
本
部　

中
標
津
地
域
事
務
所

　

℡
  
０
１
５
３
│
₇₂
│
０
１
２
０

別
海
町
営
畜
牛
育
成
牧
場

の
臨
時
作
業
員
を
募
集

　
別
海
町
営
畜
牛
育
成
牧
場
で

は
、
季
節
雇
用
の
臨
時
作
業
員
を

募
集
し
ま
す
。
詳
細
は
、
お
問
合

せ
く
だ
さ
い
。

■ 

応
募
資
格　

₁₈
歳
以
上
₆₀
歳
未

満
で
家
畜
飼
養
経
験
の
あ
る
方

（
₆₅
歳
未
満
で
健
康
な
方
は
面

談
に
よ
る
）

　

 

普
通
自
動
車
運
転
免
許
（
大

型
、
大
型
特
殊
、
牽
引
歓
迎
）

■ 

雇
用
期
間　

平
成
₂₉
年
４
月
₂₀

日
か
ら
₁₂
月
₁₅
日
ま
で

■ 

就
業
時
間　

午
前
８
時
か
ら
午

後
５
時
ま
で
（
実
働
８
時
間
、

繁
忙
期
は
時
間
外
勤
務
あ
り
）

■ 

雇
用
形
態　

日
給
制
（
月
額
換

の
た
め
に
遊
泳
を
す
る
場
合

• 

漁
港
漁
場
整
備
法
第
₃₉
条
第
１

項
又
は
同
条
例
第
₁₃
条
第
１
項

の
許
可
に
基
づ
き
、
遊
泳
を
す

る
場
合

• 

国
、
道
若
し
く
は
市
町
村
又
は

独
立
行
政
法
人
若
し
く
は
道
が

設
立
し
た
地
方
独
立
行
政
法
人

が
、
あ
ら
か
じ
め
知
事
に
届
け

出
て
、
遊
泳
を
す
る
場
合

• 

知
事
が
特
に
必
要
が
あ
る
と
認

め
て
許
可
し
た
場
合

■ 

問
合
せ　

根
室
振
興
局
産
業
振

興
部
水
産
課

　

 

℡
  
０
１
５
３
│
₂₃
│
６
８
５
２

（
直
通
）

ちびっこ

（　）内は保護者名
※希望された方を掲載しています。

1歳6か月児
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　「テーマ別高校
生のメッセージ」

が１月25日、本

校体育館で全校生

徒が参加して開催

されました。この

行事は途中名称の

変更等はありましたが、平成10年より19年間続いて

いる行事です。学年ごとにテーマに沿って文章を書き、

クラスの代表者がこの場で発表しています。

　今年度のテーマは、１年生は「メディアとのつきあ

い方」、２年生は「知被知己　百戦不殆」、３年生は「進

路実現のために」でした。代表者はスマートフォンの

功罪や自分の生き方、進路実現のための後輩達へのア

ドバイスなどを堂々と発表していました。これらの発

表を通じて、今後の自分の生き方などを見直す良い機

会となりました。

　３月になると中学校の卒業式を思い出しま
す。式終わり間近、社会の先生が「見ろ！」と

叫ぶので空を見上げるとオオタカが飛んでいま

した。感動したのを覚えています。野鳥大好き先生だったのですが、先生が別海にき

たら卒倒するでしょう。オオワシ、オジロ

ワシがこんなに見られるのですから。

　さて、先日父親から「別海乳業興社のカ

チョカヴァロがうまいです」という内容の

メールが来ました。両親が興味を持って、

乳製品も買って食べてくれてることは嬉しいことです。

　こちらで一度搾乳体験をさせてもらったことがあるのです

が、これがなかなか大変でした。牛舎の掃除だけでもぐったり

してしまうのに、搾

乳ともなると立ったりしゃがんだりの繰り返し。それに加えて

餌の配合や健康管理、たくさんのことを乗り越えて牧場の方々

が365日毎日作業をした成果が牛乳なんだなぁと、体験したこ

とで実感できた気がします。

　父親には「心して味わってくれ」と伝えました。後日、「う

ちの庭にポケモンがいました」と返信メールが来ました。食べ

て気持ちが若返ったという意味でしょうか。

倉持でした。

協力隊の○
まる

○
まる

な話 倉持龍太郎

　交通安全教室が１月26日、３年生を対象に卒業シー
ズンにおける交通事故防止と交通安全意識の高揚を図

～今、私が考えていること～

～卒業後の交通事故を防ぐために～

テーマ別高校生のメッセージ

交通安全教室

ることを目的に実施

されました。中標津

自動車学校から講師

をお招きし、全国と

全道の交通事故の概

要、シートベルトを

することの大切さに

ついてお話しをいた

だきました。また、交通事故の悲惨さや事故を防ぐた

めのポイントを紹介したビデオを視聴しました。高校

卒業後、多くの生徒が自動車を運転することになりま

す。生徒達は身近な話として真剣に聞いていました。

北海道別海高等学校美術部活動報告　第15回「北方領土の日」ポスターコンテストにお
いて、本校美術部員の作品が入賞しました。応援、ご

協力くださいました皆さま、ありがとうございました。　北方領土は日本の領土であ
ることを主張するべく、日
の丸を用い、日の丸の色を
イメージして全体的に赤と白
（＋黒）で仕上げました。
　日本の領土であるはずの北
方領土は今や自由に行き来す
ることができません。
　四島が返還され、気軽に彼
方の地へ行けるようになるこ
とを願います。

佳作　2年B組　野村沙世
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